
六
月
二
日
か
ら
三
日

の

一
泊
二
日
の
日
程
で
、

一
年
生
は
菊
池
少
年
自

然
の
家
で
集
団
宿
泊
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
ハ
イ
キ
ン

グ

・
Ｑ
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

・

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
二
日

目
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

・

ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
の
活

動
で
、
生
徒
た
ち
は
班

で
協
力
し
て
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

二
日
間
と
短
い
期
間

で
し
た
が
、
生
徒
た
ち

は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

事
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の

一
年
生
の
成

長
が
楽
し
み
で
す
。

全
国
の
中
学
校
で
、

今
年
度
か
ら
新
学
習
指

導
要
領
が
全
面
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
校
で

も
、
こ
の
学
習
指
導
要

領
に
則

っ
て
教
育
課
程

（授
業
内
容
や
学
校
行

事
な
ど
）
を
編
成
し
、

日
々
の
教
育
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
に
は
授
業

の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

本
校
で
は
教
科
横
断
的

学
習
基
盤

「プ
ロ
グ
レ

ス
玉
東
中
」
を
土
台
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
も

と
に
、
玉
東
町
の
小
中

学
生
に

一
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
整
備

さ
れ
、
す
で
に
活
用
を

始
め
て
い
ま
す
。
授
業

の
中
で
調
べ
学
習
や
作

業
動
画
の
視
聴
、
補
充

問
題

へ
の
取
組
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
使

用
し
て
い
ま
す
。
朝
自

習
で
も
教
科
の
問
題
を

と
く
時
間
と
し
て
、
全

校

一
斉
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

生
徒
の
学
力
向
上
を

め
ざ
し
、
今
後
、
さ
ら

な
る
授
業
の
改
善
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
家
庭
学

習
の
充
実
を
図

っ
て
い

き
ま
す
。
学
校
と
家
庭

で
連
携
し
て
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
四
日
、
生
徒
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

あ
り
、
二
年
ぶ
り
に
全

校
生
徒
が
集
ま

っ
て
の

会
と
な
り
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
の
活

動
計
画
の
説
明
と
質
疑
、

承
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
徒
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
し
た
、｢

ど

う
す
れ
ば
明
る
い
あ
い

さ
つ
日
本

一
に
近
づ
け

ら
れ
る
だ
ろ
う
か｣

｢

学

び
合
い
活
動
が
も

っ
と

で
き
る
玉
東
中
に
す
る

た
め
に
は｣

と
い
う
二
つ

の
協
議
が
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
三
年
生
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

一
・

二
年
生
の
成
長
が
見
え

た
素
晴
ら
し
い
生
徒
総

会
で
し
た
。

五
月
二
十
八
日
、
校

内
写
生
大
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
生
徒
は
中
学
校

・

町
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
消
防

署
周
辺
、
木
葉
駅
や
オ

レ
ン
ジ
公
園
周
辺
、
年

ノ
神
公
園
、
山
北
八
幡

宮
、
高
月
官
軍
墓
地
、

木
葉
城
跡
の
八
か
所
か

ら
、
あ
ら
か
じ
め
自
分

で
決
め
た
場
所
で
初
夏

の
風
景
の
描
画
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
も
活
用
し
、
今

後
作
品
の
仕
上
げ
を
行

い
ま
す
。
全
校
生
徒
の

作
品
は
今
年
の
文
化
祭

で
展
示
し
ま
す
。

今
月
末
に
玉
名
荒
尾

中
体
連
大
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
昨
年
度
は
中
止

に
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
コ
ロ
ナ
対
応
を

徹
底
し
た
大
会
と
な
り

ま
す
。

玉
東
中
は

「
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
で
い
こ

う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
中
体
連
大
会
に

臨
み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
競
技
で
優
勝
を
め
ざ

し
て
全
力
を
出
し
切

っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
ン
バ
レ
！
玉
東
！
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玉
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学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て

一
年
生
集
団
宿
泊
教
室

生
徒
総
会

写
生
大
会

集団宿泊～１年生の振り返り～
○私は、この宿泊教室で｢協力する事｣｢楽しむ事｣

｢自然を楽しむ事｣など、いろいろと学ぶ事が出来

ました。そして、メディアなどが無くても自分達

で考えたりして過ごすのもすごく楽しかったし、

勉強にもなりました。だから、この宿泊教室で学

んだ事をこれからの生活に生かしていきたいです。

○この１泊２日という期間だったけど、いろいろ

初めて知ることがたくさんあった。命の大切さ、

仲間と協力する大切さなどたくさん学んだ。来ら

れなかった先生方にも｢あいさつの声が大きいな｣

など少しでも気付いてもらえるようにパワーアッ

プした１の１を見てほしい。ケンカがない、明る

く元気でメリハリのついた学級を作っていきたい。

○集団宿泊のおかげで命の大切さ、友達の大切さ、

協力することの大切さを知る事が出来たと思いま

す。ニジマスつかみで、当たり前に食べている魚、

生き物、野菜やそれを作る人、そして生き物なら

ばさばいたりする人、そして料理をしてくれる人

の大切さを改めて知れたのでいつも言っている

｢いただきます、ごちそうさま｣をちゃんと心を込

めて言おうと思いました。

ひ
と
こ
と


